
堪
へ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
日
蓮
上
人
が
倖
敬
大
師
を
三
闘
四
師
の

一
人
に
救
へ
ら
れ
、
叉
と
の
信
念
に
感
奮
せ
ら
れ
た
の
も
、
蓋
し

営
然
の
事
で
あ
る
。
更
に
ま
た
大
師
が
弘
仁
九
年
五
月
、
嵯
峨
天
皇

に
奏
上
し
奉
っ
た
山
家
皐
生
式
に
は
、
僧
侶
の
資
格
を
園
費
、
園
師

園
用
の
三
種
に
分
類
し
て
、
次
の
如
く
説
明
し
て
ゐ
ら
れ
る
。

圃
賓
と
は
何
物
ぞ
。
賓
と
は
道
心
た
り
、
若
心
あ
る
人
を
名
づ

け
て
岡
賓
と
話
す
。
故
に
古
人
の
日
く
、
任
寸
十
枚
、
是
れ
囲

賓
に
非
4
7
0

一
隅
を
照
ら
す
、
此
れ
則
ち
閤
賓
な
り
と
。
古
哲

叉
日
く
、
能
く
畳
一
一
ひ
て
行
ふ
と
ん
」
能
は
ざ
る
は
図
師
な
り
。
能

く
行
っ
て
言
ふ
と
と
能
は
ざ
る
は
闘
用
な
り
リ
能
く
行
ひ
能
く

言
ふ
は
闘
賢
た
り
。
三
品
の
内
、
唯
言
ふ
乙
と
能
は
歩
、
行
ふ

と
と
能
は
ざ
る
は
闘
賊
と
話
す
。

と
‘
即
ち
大
師
の
理
想
と
し
た
閤
賓
的
人
材
と
は
、
私
が
さ
き
に

雪
へ
る
上
求
菩
提
下
他
衆
生
の
大
遣
に
生
き
る
菩
薩
的
た
人
物
で

あ
る
ο
－
岨
山
製
院
が
専
門
曲
学
校
に
弁
格
す
る
に
至
っ
た
と
と
に
は

延
山
首
同
の
苦
労
も
並
大
抵
で
・
な
か
っ
た
ら
う
と
察
す
る
。
と
の

聖
努
を
、
深
謝
す
る
と
共
に
、
私
は
と
の
専
門
翠
校
よ
り
、
幾
多
の

闘
費
的
聖
備
の
出
現
を
望
ん
で
や
ま
た
い
、
宗
祖
示
し
て
宜
は
く

本
よ
り
曲
学
文
し
候
ひ
し
事
は
僻
敬
を
き
は
め
僻
に
な
り
、
恩
あ
る

人
を
も
た
す
け
ん
と
思
ふ
。
併
に
た
る
遣
は
、
必
十
身
命
を
す

っ
る
ほ
ど
の
事
あ
り
て
と
そ
、
併
に
は
友
り
候
ら
め
ハ
佐
渡
御

主1

傍白

一
気
紗
〉

行
壊
の
二
道
を
は
げ
み
候
ぺ
し
。
行
車
一
元
へ
な
ぱ
働
法
あ
る
べ

か
ら
や
ロ
我
も
い
た
し
、
人
を
も
敬
化
し
候
へ
。
行
事
は
信
心

よ
り
を
と
る
ぺ
く
候
〈
諸
法
貰
相
紗
）

迫

＂＇虫
b也、

E長
持E

法
蓮
寺

藤

1
 

1
 

1
 
英

’憐

租
山
皐
院
が
昇
格
し
ま
し
た
と
と
は
話
宗
詩
山
何
共
慶
賀
の
至

り
に
存
ヒ
ま
す
。
私
は
明
治
三
十
三
年
か
ら
同
三
十
七
年
記
聞
学
院

で
皐
ば
し
て
貰
っ
た
老
柄
で
あ
り
ま
す
が
、
私
の
入
撃
の
時
は
本

間
借
正
を
大
先
生
と
し
て
官
太
尭
買
上
人
が
起
信
論
や
華
肢
の
五

教
章
、
貫
名
本
書
上
人
が
倶
舎
論
、
後
藤
照
善
上
人
が
唯
識
論
、

脇
本
観
静
上
人
が
員
言
の
十
巻
章
、
小
山
国
泰
上
人
が
阻
害
と
申

す
様
な
捨
営
で
、
日
日
の
講
堂
円
が
仲
々
盛
で
あ
り
ま
し
た
。
交
持

週
土
曜
日
は
質
問
舎
に
充
て
ら
れ
、
能
所
互
に
忌
障
な
く
甲
論
乙

駁
国
民
創
友
法
鞍
が
交
さ
れ
．
そ
れ
が
酎
に
な
っ
て
か
ら
最
後
に
本

間
借
正
の
裁
決
を
仰
い
で
幕
を
間
歩
る
と
云
ふ
有
肢
で
し
た
。
先

の
宗
門
の
敬
皐
部
長
の
湯
川
僧
正
な
左
、
一
常
時
二
十
五
才
位
の
青

年
備
で
皐
院
で
は
年
若
き
方
で
し
た
が
、
一
度
論
陣
を
張
る
と
仲

k

義
を
担
げ
歩
、
上
級
生
も
先
生
方
も
共
鋭
鋒
の
突
撃
に
容
易
に

一
閃
九



泡

ti! 

勝
負
が
つ
か
宇
、
最
後
本
聞
大
先
生
の
牙
替
に
迄
切
込
む
と
一
五
ふ

武
勇
振
り
を
護
揮
し
て
居
ら
れ
し
事
共
詑
憶
に
時
間
っ
て
ゐ
ま
す
。

然
る
に
何
事
も
柴
枯
盛
表
は
兎
れ
や
、
そ
ん
な
に
盛
ん
で
あ
っ

た
皐
院
が
間
も
な
く
維
持
困
難
の
悲
運
に
際
合
し
、
本
間
借
正
は

去
っ
て
自
坊
に
還
ら
れ
、
諸
先
生
方
も
そ
れ
ぞ
れ
退
山
の
止
む
な

き
に
立
至
り
ま
し
て
、
生
徒
と
し
て
も
新
し
き
入
事
者
は
来
ら
守

支
院
よ
り
通
壌
の
聴
講
者
は
別
と
し
て
、
悲
む
可
し
私
と
島
知
H
良

君
と
南
人
に
な
っ
て
仕
舞
ひ
ま
し
た
。
珪
に
時
の
法
主
豊
永
貌
下

を
し
て
聞
学
院
閉
鎖
の
命
が
費
せ
ら
れ
ん
と
し
て
謬
院
の
遺
命
が
明

滅
の
聞
に
紡
僅
ふ
有
様
と
な
り
ま
し
た
。
此
際
私
共
は
粂
ね
て
此

事
を
憂
ひ
、
皐
院
檎
績
の
歎
闘
を
内
々
’
申
出
て
居
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
然
し
そ
れ
が
愈
K

最
悪
の
日
が
訪
れ
ま
し
て
、
本
山
は
還

に
撃
院
閉
鎖
の
撃
に
出
で
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
と
島
震
と
は
そ

れ
が
何
と
し
て
も
残
念
で
／
＼
た
ま
り
ま
せ
ん
。
置
は
無
謀
と
は

存
じ
乍
ら
、
堪
え
難
き
憤
績
の
情
に
住
せ
恐
れ
多
く
も
法
主
貌
下

に
諌
一
言
書
の
様
な
物
を
捧
呈
し
て
、
島
一
段
創
立
の
常
初
‘
日
阜
上

人
の
名
に
成
る
往
昔
棲
一
岬
関
聖
組
の
御
費
前
に
讃
み
上
げ
ら
れ
た

ム
」
一
耳
ふ
大
島
T

院
開
校
式
の
慶
硯
文
左

E
、
営
時
の
敬
友
雑
誌
よ
り

探
り
出
し
て
文
章
に
織
り
込
み
．
有
も
維
持
悶
難
色
仏

E
の
名
の
許

に
先
師
方
の
之
丈
の
熱
情
を
込
め
て
の
宗
曲
学
研
錆
の
必
要
を
強
調

し
て
創
立
せ
ら
れ
し
此
事
院
を
今
御
蔵
止
に
な
る
左
H
C
E
K
堕
獄

一
五

O

の
悪
業
と
存
じ
ま
す
、
若
し
御
木
山
で
車
問
傘
重
の
御
意
信
だ
に

あ
ら
ば
‘
般
人
P
私
共
用
人
が
全
開
に
飛
撤
し
て
で
も
維
持
の
方
法

は
何
と
か
講
ぜ
ら
れ
ま
せ
う
な
芝
、
随
分
ヒ
ド
イ
激
訴
を
列
ね
て

大
奥
に
御
無
瞳
千
寓
な
御
暇
を
告
げ
、
合
所
の
虞
聞
に
師
り
木
間

借
E
御
使
用
の
大
見
合
を
共
中
央
に
持
出
し
、
今
か
ら
思
ふ
と
誠

に
狂
人
じ
み
た
暴
患
で
し
た
が
、
共
時
は
悲
憤
の
飴
り
に
畏
剣
だ

っ
た
の
で
す
。
島
君
と
雨
人
で
七
僚
を
か
け
て
犬
恩
院
の
葬
式
を

替
み
、
行
李
を
纏
め
て
位
〈
／
＼
癒
し
き
御
山
を
退
去
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
斯
く
て
雨
入
は
舟
で
宮
士
川
を
下
り
、
内
房
の
木
成

寺
に
立
寄
り
‘
執
事
冷
泉
要
埠
上
人
に
御
別
れ
を
告
ぐ
る
に
上
の

事
情
を
具
申
し
た
の
で
す
。
共
時
恰
も
営
時
身
延
小
檀
林
の
林
長

を
勤
め
居
ら
れ
私
共
も
明
か
教
鞭
を
採
っ
て
加
勢
巾
上
げ
て
助
教

と
云
ふ
間
柄
に
あ
っ
た
宮
木
秀
買
上
人
が
来
合
せ
て
居
ら
れ
．
座

に
在
っ
て
此
事
を
耳
に
さ
れ
、
雨
重
大
費
に
心
配
を
下
さ
れ
、
君

等
は
南
人
共
法
主
貌
下
よ
り
は
特
別
の
愛
念
が
注
が
れ
居
り
、
比

叡
山
に
留
墜
を
命
、
中
’
る
と
か
北
海
道
方
面
の
開
敢
に
叢
一
要
た
径
を

授
け
る
と
か
多
大
の
期
待
を
た
掛
け
に
な
っ
て
居
る
の
に
、
一
端

に
し
て
そ
ん
な
御
別
れ
を
さ
せ
て
は
自
分
等
と
し
て
捨
て
置
け
ぬ

兎
角
此
偉
放
任
す
る
諜
に
行
か
ぬ
か
ら
一
際
御
山
に
時
れ
と
云
は

れ
、
還
に
雨
聖
に
引
反
さ
れ
て
再
び
御
山
の
御
厄
介
に
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
畢
寛
間
も
な
く
皐
院
再
興
の
許
可
が
本
山
よ



り
設
令
、
歌
師
先
生
と
云
ふ
段
取
り
に
な
り
、
本
間
借
正
は
既
に

大
崎
大
串
の
人
と
な
ら
れ
て
御
蹄
山
、
無
之
矯
め
‘
共
代
り
に
闘

本
併
正
乞
と
一
五
ふ
の
で
奈
良
に
御
遊
些
中
の
鹿
を
執
尋
米
山
義
隆

上
人
が
請
待
に
出
馬
さ
れ
る
、
私
は
大
垣
に
走
っ
て
緯
骨
闘
上
人

主
助
敬
授
に
願
ハ

J

て
来
る
。
一
方
畢
生
募
集
の
貰
告
が
出
た
た
め

曲
学
生
も
大
勢
参
集
、
再
び
大
見
合
が
用
を
勤
む
る
と
と
と
・
な
っ
て

皐
院
の
春
が
迎
へ
ら
れ
。
甲
府
の
方
か
ら
青
柳
真
孝
君
、
秋
山
智

照
君
‘
池
上
陸
捗
の
万
か
ら
粛
藤
純
正
君
等
、
九
州
よ
り
立
野
良

瑞
君
、
松
岡
恵
徳
君
、
東
義
信
君
、
水
山
泰
山
震
等
（
今
は
故
人

と
な
ら
れ
し
方
が
多
い
様
で
す
）
そ
れ
に
現
在
御
山
の
本
行
動
下

里
信
正
、
麓
坊
の
丸
山
上
人
方
も
来
院
就
皐
‘
後
に
川
手
海
開
師

吉
田
園
是
師
、
鎌
田
躍
獄
師
方
も
登
院
勉
製
さ
れ
た
様
で
す
。
か

く
て
私
は
日
露
戦
争
に
慮
召
川
征
し
ま
し
た
が
、
在
延
の
富
木
上

人
よ
り
鞍
地
へ
の
慰
問
欣
中

κ租
山
大
串
院
の
「
大
L

の
字
が
看

板
よ
り
前
ら
れ
た
と
の
悲
報
に
落
涙
し
た
様
な
事
も
有
り
ま
し
た

が
、
三
十
九
年
凱
旋
後
直
に
御
糟
参
り
に
登
山
の
闘
は
小
山
固
泰

上
人
の
先
生
時
代
で
、
上
人
は
私
を
見
ら
れ
る
と
、
た
前
は
事
院

に
縁
深
一
き
者
だ
と
て
一
タ
凱
旋
の
撤
迎
合
な
ど
聞
い
て
貰
ひ
、
丁

度
曲
学
院
よ
り
出
征
寺
れ
て
之
も
凱
旋
さ
れ
し
鎌
田
麗
獄
師
〈
営
時

歩
兵
少
尉
）
と
共
に
歎
侍
を
受
け
し
事
共
あ
り
ま
し
て
随
分
古
き

昔
語
り
で
あ
り
ま
す
。
越
え
て
明
治
四
十
一
年
御
山
よ
り
三
門
建

主干

特

を

説

~泊、

立
の
御
布
敬
が
九
州
に
行
は
れ
、
豊
永
良
上
に
随
伴
し
て
故
武
同

宣
明
僧
正
又
今
向
健
在
の
中
村
是
本
伶
正
と
が
御
随
行
に
加
へ
ら

れ
し
事
共
も
共
に
曲
学
院
出
身
と
云
ふ
御
縁
故
に
基
き
し
も
の
去
存

じ
ま
す
。
其
上
愚
息
英
雅
た
ど
大
崎
に
入
墜
さ
せ
し
者
が
後
に
撃

院
に
輔
校
御
山
で
卒
業
さ
せ
て
貰
ひ
し
事
共
、
能
く
／
＼
深
き
因

総
の
存
す
る
と
と
か
と
存
ヒ
ま
す
。
爾
来
聞
甲
院
は
各
々
隆
盛
に
向

ひ
、
愈
々
今
日
の
稜
展
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
と
と
、
何
共
慶
耐

の
情
に
堪
へ
な
い
・
弐
第
で
あ
り
ま
す
。

昇

格

を

祝

ふ

武

海

lE 

回

一
粒
の
要
の
稜
芽
も
天
地
高
物
の
A
H
力
に
よ
る
。

寓
人
め
普
請
合
力
に
よ
っ
て
建
つ
の
で
あ
る
。

明
治
維
新
は
決
し
て
維
新
の
時
に
成
っ
た
の
で
は
な
い
。
と
の

回
天
の
聖
業
を
成
功
せ
し
め
た
も
の
は
長
い
聞
の
園
民
に
封
す
る

思
想
的
訓
練
で
あ
っ
た
o
逆
賊
北
僚
幕
府
に
向
っ
て
立
E
安
園
の

大
義
を
説
い
た
日
蓮
聖
人
の
思
想
は
楠
木
正
成
公
に
生
き
て
法
華

経
を
浮
寝
せ
め
‘
水
戸
光
国
公
に
流
れ
て
大
日
本
史
を
篇
築
せ
し

め
た
。
そ
の
行
動
、
そ
の
著
述
の
中
に
あ
ら
は
れ
た
倉
皇
愛
閣
の

焼
夷
弾
は
閣
民
の
魂
と
魂
を
ゆ
す
ぶ
り
、
燃
し
聾
4
C
友
い
で
は
治

一
軒
の
家
も

一
五


